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 論 文 内 容 要 旨 
 
Influence of stem cells from human exfoliated 
deciduous teeth (SHED) conditioned media 

























フルエント到達後、FBS 濃度 0 %の培地に交換し 48 時間後に SHED-CM を回収した。 
In vivo 実験では、SHED-CM の生体内における骨再生能を評価するため、6 週齢免疫不全マウ
ス (BALB/c-nu) の頭頂骨に直径 5.0 mm の欠損を作製し、SHED または SHED-CM を含有さ
せたアテロコラーゲンを移植した (N=6) 。一方、α-MEM を含有させたアテロコラーゲンを移
植したマウスを対照群とした。その後、マイクロ CT を用いて骨再生の三次元的な解析を行った。
また、組織学的検討として、HE 染色および Masson’s trichrome (MT) 染色を行った。さらに、
免疫組織化学染色によりVEGFおよびCD31の発現を検討するとともに、血管新生を評価した。 
In vitro 実験では、Magnetic Luminex Assay Human Premixed Multi-Analyte Kit を用いて、
SHED-CM、hBMSCs-CM に含まれるタンパク質の定量解析を行った。また、SHED-CM に含
まれるVEGFがHuman Umbilical Vein Endothelial Cells (HUVEC) の管腔様構造形成に及ぼ
す影響を検討するとともに、細胞増殖能を BrdU assay、血管形成を Tube forming assay によ
り評価した。さらに、SEHD-CM が、human bone marrow mesenchymal stem cells (hBMSCs) 
と mouse calvarial osteoblastic cells (MC3T3E1) に及ぼす影響について検討した。細胞増殖能




In vivo 実験における、マイクロ CT 解析の結果より、SHED-CM 含有アテロコラーゲン移植
群および SHED 含有アテロコラーゲン移植群では、対照群と比較して、有意に高い再生骨量が
認められた。また、SHED-CM 群では、SHED 群および対照群と比較して、MT 染色において





OPG、OPN、BMP-2、および BMP-4 が両培養上清中に多く含まれていた。一方、IGF-BP3 は
SHED-CM では検出されず、hBMSCs-CM において多量に検出された。また、BDNF、β-NGF、
GDNF、NT-3 などの神経栄養因子が hBMSCs-CM と比較して、SHED-CM に多く含まれるこ
とが確認された。さらに、SHED-CM 中の VEGF のブロッキングにより、HUVEC の細胞増殖
能および血管形成が抑制されたことから、SHED-CM 中の VEGF が血管新生に関与しているこ




骨再生治療における SHED-CM の有効性が示唆された。 
